
令和６年12月７日

九州地方整備局

直轄砂防事業・川辺川の濁りの状況について

新たな流水型ダムの事業の
方向性・進捗を確認する仕組み（第３回）
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直轄砂防事業について

1



八代市泉町

五木村

相良村

○流路延長 ： ６２km ○流域面積 ： ５３３km２

○流域市町村 ： 八代市泉町、五木村、相良村

■事業の目的

○下流河川の河床上昇に伴う洪水被害の防止

○人家・公共施設等に対する直接的な土砂災害の防止

［川辺川砂防事業の概要］

［川辺川流域の概要］

■整備状況

〇令和６年７月末時点で、１２２基の砂防施設が完成。

川辺川流域図

昭和38年 集中豪雨災害

■事業経緯と主な災害

直轄砂防事業区域 ： ４９８ｋｍ２

（計画基準点 平川橋）

平川橋

■中期計画事業費（平成２４年～令和２１年）

〇約１８５億円
■事業期間

〇昭和４２年度～

球磨川水系（川辺川）直轄砂防事業について 2



砂防堰堤の目的 ～洪水氾濫による被害を防止～

砂防堰堤は、河床上昇に伴う洪水氾濫被害
から民家・公共施設等を守ります。

砂防堰堤は、土石流による被害から民家・
公共施設等を守ります。

田 口 砂 防 堰 堤（五木村）

小 川 第 ２ 砂 防 堰 堤（五 木 村） H24.7

土石流発生後

約5,100m3捕捉

普段の田口砂防堰堤

除石して土砂を再び捕捉します。
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横
手
谷

H16・17の台風出水による大規模な山腹崩壊（約200箇所）（八代市）

五木村横手谷の大崩落（S38.8集中豪雨） 約230万m3の土砂が流出
川辺川

H10.6 五木村栗鶴川の河道閉塞

川辺川流域における過去の災害 4



○これまでに、砂防堰堤１２２施設が完成。
○現在、実施中の事業箇所に加え、宮園上流～五木ダムサイト間に五木砂防ダム群及び梶原川上流に砂防堰堤を整備し、
土砂・洪水氾濫対策及び土石流対策を集中的に実施。

人吉市

相良村

五木村

小川第２砂防堰堤
（継続事業）

横手谷砂防堰堤改築
（継続事業）

初神地区砂防堰堤群
（継続事業）

令和６年度実施計画 ７箇所
（うち工事実施は５箇所）

●：工事 ：調査設計・用地

八代市泉町

山の津谷川砂防堰堤
（新規事業）

※注意R6.7時点の計画です

樅木川第３砂防堰堤
（継続事業）

入鴨川第８砂防堰堤
（継続事業）

宮目木川第２砂防堰堤
（新規事業）

令和６年度の事業実施箇所

・五木砂防ダム群

・梶原川上流の砂防堰堤

等の検討に着手

県が実施する流域保全総合治山事業（五木地区
R4～R8、五家荘地区R6～R10）や、五木村宮園

地域、竹の川地区での治水事業と連携を図り、
早期かつ段階的に効果が発現できるよう整備の
進捗を図る。

事業の進捗見込み（今後の整備個所） 5



川辺川の濁りの状況について
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令和４年９月洪水
（２日雨量（9/17 9:00～9/19 9:00））

葉木川合流点

濁りあり（茶色）
9.29撮影

樅木砂防堰堤直下
9.29撮影

樅木吊橋
透明

10.2撮影
樅木砂防堰堤

五木村役場

宮園橋

濁りの発生源の
可能性

板木川

透明
10.2撮影

五木川ダム（九電取水口）
濁りあり（茶色）

10.2撮影

五木川発電所（九電）

濁りの発生源の
可能性

宮園橋上流
白濁

10.2撮影

入鴨川
透明

10.2撮影

白濁
10.2撮影

梶原川

小原川合流点 濁りあり（茶色）
10.2撮影

五木小川合流点

白濁
10.2撮影

五木小川は
透明

10.2撮影

銀杏橋

柳瀬橋

白濁
10.2撮影

白濁
10.2撮影

頭地地区下流は
同様の濁り（白濁）

支川からの

流入により希
釈

濁り（白濁）
を確認

朴木砂防堰堤

濁りを確認

葉木川

川辺川

川辺川
小原川

小原川は
透明

10.2撮影

川辺川

五木小川

川辺川

川辺川の濁りの状況（令和４年９月台風14号後）

○令和４年９月台風１４号後の川辺川の濁りの状況を目視により調査。
○濁りの発生源として、五家荘大橋上下流の河床に大量の土砂が堆積し、そこから濁りが発生していることを確認。
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五家荘大橋

五木村役場

五家荘大橋

下鶴橋

板木川

川辺川

川辺川

川辺川

入鴨川

川辺川

梶原川

川辺川

川辺川

白濁
10.2撮影



樅木砂防堰堤

五木村役場

宮園橋

令和５年５月洪水
（総雨量（5/4 1:00～5/8 0:00））

宮園橋上流

五木小川合流点

白濁
5.11撮影

五木小川は
透明

5.11撮影

白濁
5.11撮影

樅木砂防堰堤直下

透明
5.11撮影

葉木川合流点
濁りあり（茶色）

5.11撮影

葉木川は
透明

5.11撮影

板木川合流点

濁りあり（茶色）
5.11撮影

板木川は
透明

5.11撮影

朴木砂防堰堤

梶原川合流点

白濁
5.11撮影

梶原川は
透明

5.11撮影

久連子川合流点

葉木川

川辺川

川辺川

板木川

川辺川

川辺川

五木小川

川辺川

川辺川

久連子川

梶原川

川辺川

久連子川は
濁りあり（茶色）

5.11撮影

濁りの発生源の
可能性

濁り（白濁）
を確認

川辺川の濁りの状況（令和５年５月出水後）

○令和５年５月出水後の川辺川の濁りの状況を目視により調査。
○濁りの発生源として、五家荘大橋付近で強い濁りを確認。さらに、久連子川からも強い濁りが合流していることを
確認。
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五家荘大橋

五木村役場

五家荘大橋



五木村役場

宮園橋

樅木砂防堰堤

濁り（白濁）
を確認

五木小川合流点

川辺川
五木小川

白濁
9.3撮影

透明
9.3撮影

葉木川合流点

葉木川

白濁
9.3撮影

透明
9.3撮影

川辺川

川辺川

白濁
9.3撮影

樅木砂防堰堤

川辺川

透明
9.3撮影

濁り（白濁）の
発生源の可能性

濁り（白濁）
を確認

川辺川の濁りの状況（令和６年８月台風10号後） 9

板木川合流点

白濁
9.2撮影

川辺川板木川

透明
9.2撮影

宮園橋上流

白濁
9.3撮影

川辺川

令和６年８月台風10号
（総雨量（8/27 1:00～9/1 0:00））

○令和６年８月台風10号後の川辺川の濁りの状況を目視及びドローンにより調査。
○９月２、３日時点では、葉木川合流点、板木川合流点、宮園橋上流、五木小川合流点において濁りを確認。
○濁りの発生源として、五家荘大橋付近から樅木砂防堰堤下流の区間において、濁りが発生していることを確認。

朴木砂防堰堤

五家荘大橋五木村役場

五家荘大橋



川辺川の濁りの発生源調査 （令和４年10月５日調査）

○川辺川において、令和４年の台風14号では、強雨により、河川に大量の土砂が流入。その後、水位が低下した
後（無降雨時）も、急流区間において、流水の掃流作用により堆積土砂の侵食が続き、濁りの発生が続いた。

○令和４、５、６年ともに、川辺川における葉木川合流点上流から樅木砂防堰堤下流区間が、濁りの発生箇所と
なっていることから、関係者と連携した濁り対策の実施に向けて、今後も調査を実施し、調査結果を共有する。

調査範囲（約1.5km)
現地を徒歩で調査

宮園橋

採水した水

下流
（葉木川合流点付近）

【葉木川合流点より約１４００m上流】

【葉木川合流点より 約１１００m上流】

【葉木川合流点より 約５００m上流】

堆積土砂
約1.5m

堆積土砂
約1.0m

堆積土砂
約0.4m

流水による侵食に
より、側岸の堆積
土砂が侵食

上流

下流
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葉木川合流点

上流
（葉木川合流点から約1.5km上流付近）

樅木砂防堰堤



川辺川の地形について

○川辺川は、球磨川合流点から頭地堰堤（洪水調節地上流端（約32.8kp）)までの区間において、５６箇所の淵が確認されている。
○淵の直上は瀬があり、こうした瀬淵構造は、渓流河川の特長であり、流水の一部が伏流と湧水が繰り返しながら河川水が流下
する。

○こうした伏流と湧水は、土粒子の濁り成分の濾過機能があると一般的に考えられており（川辺川では、流下の過程で濁りの色が
茶褐色から白濁に変化）、瀬淵構造を維持することが重要。
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